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24年度第1回代表者会議（82nd）議事録

日 時：平成24年4月24日(火) 18:30～20:35

場 所：テクノプラザかつしか 第2会議室

代表者会議構成者：

①黒﨑正典 (会長/総括/代表者会議議長)

②吉村勝博 (副会長/ｲﾍﾞﾝﾄ委員長/情報交換分科会代表

③菅谷俊紀 (副会長/会員プレゼンテーション委員長))

④中村博司 (副会長/研修)

⑤石原祐治 (副会長/協力事業推進室副室長)

⑥金澤建治 (会計チーフ)

⑦宮本武夫 (総務広報委員長)

⑧池谷伸夫 (研修委員長)

⑨高田照和 (産学連携委員長)

⑩元井良郎 (IT分科会代表)

⑪中村憲昭 (エコ・ライフ研究分科会代表)

⑫猪瀬昇一 （K&T分科会代表）

⑬宮澤邦幸 （分科会かつコレ代表/OSC開発分科会代表）

⑭倉島  進 (寅さん分科会代表)

以上 三役(会長・副会長・会計)と各分科会代表者と運営委

員長で構成される 14名（敬称略／順不同）

当日出席依頼者：

⑮講評：浅野文明 相談役

出席者：黒﨑正典、吉村勝博、菅谷俊紀、中村博司、石原

祐治、金澤建治、宮本武夫、池谷伸夫、高田照和、中村憲

昭、猪瀬昇一、宮澤邦幸(19:15～)、浅野文明 以上13名

（敬称略／順不同）

対外事務局：葛飾区商工振興課 中村友美

欠席者：元井良郎、倉島進

議 長：会長 黒﨑正典

司 会・議事録署名人：副会長 菅谷俊紀

書 記：東商葛飾支部 鈴木康修

交流会目的

全員で交流会目的を菅谷副会長の音頭で唱和した。

(1) 異業種交流会相互の理解を深め、技術の交流、経営

情報の交換を通じて会員の資質の向上を図る。

(2) 企業経営全般にわたる視野の拡大と発想の転換をはか

る。

(3) 新規事業、新製品開発の素地を醸成する。

1. 会長(議長)挨拶

みなさん、こんばんは。本日は平成24年度、第1回目の代表

者会議なのでよろしくお願いします。冒頭に、この間の総会

にて新しい役員の承認がなされたので、ご紹介します。まず

は副会長として寅さん分科会の中村さん、それから石原さん

が承認されました。一言ずつご挨拶ください。（黒﨑）

・土壇場で急に決まりましたが、宜しくお願いします。（中村

副会長）

・ドキドキしておりますが、宜しくお願いします。（石原副会

長）

また、今回からK&Tの代表として猪瀬さんにご出席をいただ

きます。

・またこの会に出席させていただけるとのことで、宜しくお願

いします。（猪瀬氏）

それから今日は相談役の浅野さんに来ていただいているの

で、よろしくお願いします。それから、振興課の本宮さんに代

わりまして、今回から中村さんにご出席をいただいております。

一言宜しくお願いします。

・本年度より本宮に代わりまして、引継ぎで中村と申します。

宜しくお願いします。（葛飾区・中村氏）

また、東商からは新しく、青戸さんが入られました。

・まだつたない部分もあるかと思いますが、葛飾区の発展の

ためにがんばりたいと思いますので、皆さんご指導ご鞭撻の

程宜しくお願いします。（東商・青戸）

本日は平成24年度の第1回目ですが、丁度我々の任期もあ

と1年ですので、そういった意味でも各委員会、各分科会で

次年度に向けた活動を行っていただければと思います。既

に委員会を開催されているところもありますが、新しく委員会

に入った方もいらっしゃいますので、早急に委員会を開き、

委員会の目的を話していただいた上で、今後の事業に反映

をしていただければと思います。また、議題の中に24年度の

話もありますので、そこで話をさせていただきます。今後とも

宜しくお願いします。

2. 議事録署名人の指名

議事録署名人として、司会の菅谷氏が指名された。

3. 前回決定事項及び連絡事項の確認（司会）

4. 対外事務局より連絡（商工振興課 中村友美、東京商

工会議所 鈴木康修）

・議事録の誤記に関するお詫び及び総会での賞状の取り違

えに関するお詫び（東商・鈴木）

5. 24年度運営について（黒﨑会長）

総会の資料に基づき、黒﨑会長より説明が行われた。

◆ 活動テーマはものづくりと会員交流。特に異業種交流

会はものづくりに特化していきたいと思います。エコライ

フ、K&T、新しくできたOSC分科会等、ものづくりに期待

が持てる分科会もあります。他の分科会でも、ものづくり

について考えていただいて、今後の事業活動に反映し

ていただければと思います。また、会員交流については

会員プレゼンが年3回、懇親会は年1回。浅野相談役の

頃から始まり、回を重ねるごとに進化しております。今ま

では、会員同士何をやっているか意外と分からなかった

が、1分間プレゼン等でお話いただくことにより会員相互

の理解が進んだと思います。本年度も活性化していた

だき、会員間の事業交流を深め、実際の受発注も進ん

でいけばと思います。次回の会員プレゼンは5月22日で

すが、会員の受発注の発表もあると聞いておりますので、

よろしくお願いします。また、来年の5月に東京理科大

学が開設されます。それに向けて浅野相談役が東商の

委員長の立場で動いておりますので、異業種交流会と

しても高田さんの産学連携委員会の下に、今後の交流

を考えていけたらと思います。代表者会議年8回、執行

会議年4回、是非ご出席いただいて異業種交流会を良

くしていこうという思いの元に皆さんからお知恵を拝借で

きたらありがたいです。（黒﨑会長）

→副会長の石原さん、中村さんの任期は1年ですか？

（吉村副委員長）

→1年です。分科会の代表以外は改選となりますが、分

科会においても長く代表が交代していない分科会は、

交代するチャンスです。いろいろな方が代表を担うことで

異業種交流会も活性化していくかと思うので、あまり一人

の方が長くやるのではなく、皆さんで声をあげていただ

ければと思います。（黒﨑会長）

6. 運営委員会から24年度事業進捗報告及び連絡につい

て

(1) 総務・広報委員会（宮本委員長）
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配布資料に基づき、宮本委員長より説明が行われた。

◆ 総会の収支報告書について、余剰金がマイナスとはど

ういう意味ですか？（浅野相談役）

→これは、収入よりも支出のほうが多くなったという意味

です。自動的に会の負担金になるものと思われます。

（池谷委員長）

→余剰金という書き方が、日本語としておかしいのでは

ないでしょうか？（浅野相談役）

→これは、正式なフォーマットです。（宮本委員長、池谷

委員長）

→金額のプラス、マイナスにより科目を変えてください。

プラスであれば余剰金、マイナスであれば負担金として

ください。（黒﨑会長）

◆ 「交流会からの助成金」については、参加者が減ると自

動的に減らされるものですか？（池谷委員長）

→そうです。人数で均等割りとなります。（黒﨑会長）

◆ 経理の観点からいうと、実際に支払った支出金額を支

出の部に記載すべきではないでしょうか？収入は実際

の収入と合わせて、不足分を会からの負担金という形で

記載をしないと、会計上は合わないと思います。（黒﨑

会長）

→交流会からの助成金は、予算上で見込んでいた金額

（今回は80,000円）を自動的に入力してよいのでしょう

か？（宮本委員長）

→交流会助成金、という言葉がおかしいのではないかと

思う。交流会負担金でいいのではないかと思われます。

（黒﨑会長）

⇒実際の収入、実際の支出を載せて、収入よりも支出

が多かった際に負担金として収入の部に計上する（逆

の場合は余剰金として支出の部に計上）。現在「交流会

より助成金」と記載のある金額は、当初予算金額の意味

を込めて「負担金」という形で残し、それでも支出がオー

バーしている部分に関しては「追加負担金」等と記載し

明確化することで決定。

◆ 異業種交流会HPについて、現在新サーバーでの運用

に向けて会議を行っているが、それまでの間HPを無くさ

ないために現委託先のITサポートシステムに３ヶ月の延

長更新を依頼しております。（宮本委員長）

→請求書が届いたが、その中には「解約の場合は２ヶ

月前までに申し出ること」という主旨の文言が入っており

ます。（金澤チーフ）

→毎月でもいい、という話ではありませんでしたか？（黒

﨑会長）

→毎月だと会計も大変であり、支払い手数料もかかるた

め、少なくとも6月まではかかるだろうということで、6月ま

でを一括という話にしております。（宮本委員長）

→「2ヶ月前までの意思表示」ということを尊重すると、６

月に解約するのであれば４月中に申し出を行わないと

いけないのではないでしょうか？（金澤チーフ）

→前回の委員会では、余裕を見て暫定的に6月までの

分をお支払いして、状況に応じて1ヶ月、2ヶ月と延長す

ることを話し合いで決定したはずです。ただ、この前宮

本さんとお話いただいた中で、元井さんからは「サーバ

ーを使うか使わないかはっきりしてほしい。使うのであれ

ば費用を支払ってください。必要とあれば協力します。」

とのことでしたので、委員会としては5月の連休明けにで

も会議を開いて、元井さんからどのように引き継ぎをして

いくかを決めることとなっています。なので、いつ解約す

るか、というのを会として決定したわけではなく、徐々に

移行していくものと思っています。（石原副会長）

→6月分まで払ってしまってよろしいですか。（金澤チー

フ）

→お願いします。（宮本委員長）

→6月分以降については、各月払いである点を、宮本

委員長から元井氏へ念のため申し入れてください。（黒

﨑会長）

→わかりました。（宮本委員長）

→6月から先は、新HPの立ち上げ状況如何、というとこ

ろですよね。（吉村副会長）

→HPの立ち上げについてはそこまで問題はないものと

考えていますが、せっかくであれば過去の情報を移行

したいと思っています。著作権の関係もあるので、元井

さんが作成したものは元井さんに帰属するものとなりま

すが、交流会の所有物として写真とか議事録とか、新し

いHPへしっかりといただきたいと思っています。（石原

副会長）

→著作権の問題が気になるのですが（黒﨑会長）

→デザインなどは日々変わるものであり問題ないと思う

が、過去蓄積されたデータについては異業種交流会の

財産であるため、ぜひ頂きたいと考えています。交流会

のデータを加工していれば元井さんのものになると思い

ますが、加工前のデータは交流会のものになると思いま

す。（石原副会長）

→著作権の問題で、こちらで不便となるものはないとい

うことですかね。その辺のところは元井さんと協力して、

宜しくお願いします。（浅野相談役）

◆ 林さん、星川さんの退会届が提出されましたので、ご報

告いたします。（宮本委員長）

◆ （24年度の抱負として）私にはちょっと荷が思いのです

が、石原副会長と協力しながら進めていきます。HPの

件に関しては総務広報として元井さんには大変お世話

になったので、ちょっと寂しいのですが、サーバーが変

わる度にHPがとまってしまうのでは異業種交流会として

運用も大変だと思いますので、上手く進めていけたらと

思っています。（宮本委員長）

(2) 研修委員会（池谷委員長）

配布資料に基づき池谷委員長から報告が行われた。

◆ ゴルフコンペについて、予算の承認をお願いします。

（池谷委員長）

⇒全会一致で承認された。

→幹事からは、5月はいい時期でなかなか予約ができな

いとのことで、できればもう少し早く仮日程を出してもら

いたいと意見がありました。（池谷委員長）

◆ 旅行については、昨年東商と合同で行った際には東商

に対するお祝い金を会長個人に出してもらったので、

本年度は予算提出の段階で予算書に組み込みました

が、実際の予算に反映されておりません。（池谷委員

長）

→予備費から使わざるを得ないのではないでしょうか？

もしくは個人負担を増やすか。（黒﨑会長）

→分かりました。ただ、申請したものが反映されているか

疑問に思ってしまいます。予備費の支出は文章になら

ないため、最終的に支出の段階で覆される可能性があ

る、ということになりますので今後はよろしくお願いいた
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します。（池谷委員長）

→基本的には、不足分については参加者の皆さんで負

担するのが自然であると考えます。（黒﨑会長）

(3) 会員プレゼン委員会（菅谷委員長）

配布資料に基づき菅谷委員長より説明が行われた。

◆ （24年度の抱負として）参加者の方々が「来てよかった

な」と少しでも思ってもらえる雰囲気づくりをしていきたい

と思っています。そのためには皆さんの協力無くしては

できませんので、よろしくお願いします。（菅谷委員長）

→議事録には、詳細な議事内容を掲載してください。

（黒﨑会長）

(4) イベント委員会（吉村委員長）

配布資料に基づき吉村委員長より説明が行われた。

◆ 産業交流展における交流会ブース（無料）について、条

件等はありますか？たとえばライト等のオプションは？

（猪瀬氏）

→異業種交流会で準備するのはスペースのみであり、

他の機器を使うのであれば、使用する人の負担となりま

す。（吉村委員長）

→案内に、その旨記載したほうがいいと思います。（猪

瀬氏）

→分かりました。（吉村委員長）

◆ 区からの助成金に関しては、会長が行わないとならない

のでよろしくお願いします。（吉村副会長）

→分かりました。（黒﨑会長）

◆ 本年度予定している有料ブースについては、既に２社

ほど声が上がっているようですが、具体的に皆さんに募

集をしたうえで、その中で取り合いになることも考えられ

るので、その２社に対しては決定の話はしないでくださ

い。（黒﨑会長）

→分科会で出展することも可能ですか？（石原副会長）

→かまわないですが、有料の部分は各分科会で有料

負担をお願いしたいです。（吉村副会長）

◆ 産業交流展について、本内容でよければ会員への募

集案内を出したいと思います。（吉村副会長）

⇒全会一致で承認された。

◆ （H24年度の抱負として）イベント委員会は夏頃から本格

的に動き出すためまだ委員会を開いておりませんが、

来月あたりに委員会を開き、花火大会等の内容を決め

ていきたいと思います。花火大会については前回、石

原さんの会社と合同で開催させていただき、大変盛り上

がりましたが、来月くらいから決めていきたいと思います。

花火大会については前からお願いしているのですが、

若干でも会から負担いただければありがたいです。（吉

村副会長）

(5) 産学連携委員会（高田委員長）

高田委員長より説明が行われた。

◆ 以前ご報告した総合高校の学生の模擬面接が行われ、

私が参加してきました。評判は非常によかったので、今

後もこのような機会があれば任意でいける方を募り、人

が集まるようであれば今後定期的に異業種交流会とし

て人員を派遣することも考えられると思いました。感想と

しては、総合高校も4回生となり、当初と比べて非常に

優秀な子が多くなり、私自身も参考となる機会となりまし

た。自社での採用の練習となったり、上手くいけば優秀

な生徒の青田刈りにつながるかもしれないと思いました。

（高田委員長）

→面接官の練習も必要では、という話がありましたが、

どうでしたか？（浅野相談役）

→一部の方には行われていたようです。また、先生が必

ず一人ついて、その先生が全体の3/4くらいを担当して

いることになりました。（高田委員長）

◆ 授業が開始されたとのことで、日程を調整して参観ツア

ーを組んでください（黒﨑会長）

→わかりました。（高田委員長）

(6) 協力事業推進室（石原副室長）

石原副室長より説明が行われた。

◆ 本年度の産業フェアのテーマが「葛力！～夢と誇りを未

来へ～」に決定しました。また、デザインについては前

回デザイナーに引き続き依頼することとなり、次回5月の

会議にてデザイン案が提示される予定です。（石原副

室長）

◆ 本年度は、トイランドの場所が変わったために階段下の

スペースが使用できない点が気になる。特に後半の物

販で使用するため。（吉村副会長）

→区からは、基本的に従来と同じ分のスペースを確保

するとの回答をいただいています。（石原副室長）

7. 分科会活動報告及び次月活動予定について

【K&T分科会】猪瀬代表

メンバーからは、いざ開発を行おうとする場合に個別に開発

費用を参加者から徴収しなければならず、会から製作費を

出してほしいという意見がありました。ものづくりについては、

防災関連や高齢者に対する開発を進めていきたいと思って

います。（猪瀬）

→教育・ITソリューションに４社が出るということですか？（黒

﨑会長）

→4社で出展するようです。（猪瀬代表）

→是非、会員の皆様に対しても、周知連絡を宜しくお願い

いたします。（黒﨑会長）

→その場合、総務・広報委員会の宮本委員長へ必ず原案

を提出し、委員会から会員の皆様へ連絡を頂くことになって

います。（吉村副会長）

【情報分科会】吉村副会長

情報分科会は、天候の関係で当日中止となりました。（吉村

副会長）

8. 会計報告

金澤会計チーフより説明が行われた。

◆ 本年度の会費請求については、一両日中に各会員へ

提出します。（金澤チーフ）

◆ 毎月の会議で、月次会計報告を行ってください。今は

年度の最後にならないと分からない状況であるため、最

後が大変になってしまうためです。各事業で予算を立て

ていますが、実際には収支の凸凹があると思いますの

で、余った予算を他の事業へ回すためにも、必要となっ

てきます。（黒﨑会長）

→現在、コードを作成中です。（金澤チーフ）

◆ 各分科会に対し、なるべく早く運営費を渡してください。

（黒﨑会長）

→用意しておきます。（金澤チーフ）

9. その他

(1) 三役会議の定例化について（池谷委員長）

◆ 三役会議について、事業予定表に入れた定例会議と

して開催をしていただきたいと思います。議題とし

ては、補正予算を組む、事業計画案を策定する等が
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あるかと思いますが、現状では本来の三役会議の機

能が満たされていないのではと思われます。臨時は

随時行うとして、定例の会議も組み込んで頂きたい

と思います。予算から漏れたものは予備費で全て出

せばいいというのは違うと思います。予備費は突発

的な事象に対して支払われるものであり、予算書に

載っていないから予備費というのは少し違うと思

います。（池谷委員長）

→三役会議については、会則では会長が必要に応じ

て随時召集することとなっています。議題がある時

には随時開催すればいいのではないでしょうか？

（吉村副会長）

→補正予算や事業計画については、三役会議だけで

はなく代表者会議でも議論する内容ではないでし

ょうか？三役会議は次年度に向けた検討であり、ほ

とんどの内容は代表者会議で議論されています。林

さんの件での三役会議は 1 回だけ行ったこととなり

ます。また、収支に関しては各事業予定の中で事業

予算（案）を立てていただいておりますが、その予

算案が確固たるものであれば修正は発生しないも

のと思われます。確固たる計画を出してもらえれば

と思います。（黒﨑会長）

(2) 平成24年度予算案の修正報告について（石原副会長）

◆ 前回の総会において、予算案の修正を会員に対しメ

ールで報告すると話がありましたが、こちらについ

てはどうなっていますか？（石原副会長）

→速やかに実行してください。（黒﨑会長）

→わかりました。（金澤チーフ）

10. 講評

24年度スタートの代表者会議に参加させていただいて、皆さ

んが一生懸命行っていることが手に取るように分かり、ありが

たいと思います。最初に会長から話があったとおり、今年度

の会議はあと１年、という話もありましたが、会長の2期2年目

の年ですので、異業種交流会の次の姿を具現化する年です

ので、そのためにも、ここにいる執行部メンバーの力を借りな

がら協力して進めていきたいというのが会長の一番の思いで

はないかと思います。異業種交流会も50社を超える組織とな

りましたので、今後は色々な方が入会していくことになるかと

思います。その際に、推薦について前から話がありましたが、

やはり２名程度は推薦者が必要になるのかなと思います。林

さんの件では、代表者会議の議事録には林さんは除名とな

っておりましたので、それは削除しないでいただきたいと思

います。その後、本人から申し出があり、退会となった経緯に

あり、本人からの依頼がなければ除名処分となっていたので、

代表者会議の中で皆さんお含みおき頂ければと思います。

次年度の新しい異業種交流会を形作っていく中で、一番お

願いしたいのが、ここにいる執行部のメンバーたちが、会長

の言葉を信じて、支えていっていただきたい、というのが私の

一番の思いです。一人でも会長を支えていく力が緩んでい

る人がいたら、組織がおかしくなっていってしまうと思います。

新しい形を作っていくということでは、会長が一番苦労してい

る部分なので、是非宜しくお願いします。また、もうひとつ大

きな苦言として、先程助成金というのはおかしいのではない

かと話がありましたが、異業種交流会は、目的に「新製品開

発の素地を醸成する」とあるとおり、開発により収益を上げて

おりません。よって、分科会の開発のためのお金を出してほ

しいということはちょっと方向が違うことになります。先程、本

年度の各分科会への会費を渡してくださいという話がありま

したが、各分科会が異業種交流会の活動をしていくために、

会議を行うであろう点を踏まえ、その会議費を負担していると

いうことであり、その費用で分科会の全ての運営が出来ると

いうことはありえません。今日、葛飾ブランドの会議があり、黒

﨑会長も出ておりましたが、異業種交流会もブランドに認定

してもらえないか、という意見を会長から出していただいてお

りました。今まで私もブランドの会議には出ておりましたが異

業種の話は出せませんでしたので今回の会長はすごいなと

思いました。会長はそれだけ本気になって取り組んでいると

いう点をご理解頂ければと思います。それから、理科大との

関連ですが、いっぱい資料がありまして、まずオープニング

は平成25年4月27日に決定しました。また、今年10月頃から

金町の商店街には理科大のフラッグが立ち、金町駅から理

科大までの通りが「理科大通り」となる見込みで調整を行って

いるとのことです。5月頃から準備が始まるとのことです。その

オープニングでは、中の施設や公園等も一緒にオープンに

なり、非常に大きなイベントとなる見込みです。そのほか、理

科大からは地域各企業の特色や各企業の得意分野をリスト

でもらえれば、極力区内の業者を使っていきたいという声も

でております。理科大がオープンするとそこにはインキュベ

ーションルームが出来ますので、力のある企業には縁のある

施設になるかと思います。最後になりますが、この1年間、皆

さんの事業もあり本当に大変かと思いますが、黒﨑会長を中

心として異業種交流会をますます力強くしていただきたいと

思います。行政においても、各業界団体と同じように認知を

頂いている団体となっておりますので、その誇りも持ってがん

ばっていただければと思いますので、宜しくお願いいたしま

す。

11. 次回以降開催予定日

・5月22日（火）16：30～18：00 第１回執行会議 テクノプラザ

団体連絡室

24 年度定時総会 議事録

日 時：平成 24 年 4 月 10 日（火） 17:45～19:00

場 所：テクノプラザかつしか ２階 大ホール

司 会：宮本武夫 書 記：東商 鈴木康修

出席者：（敬称略／順不同） 吉村勝博、河村光治、長保行、

二ノ宮康弘、原山静男、梅田信利、入山央、宮澤邦幸、山

本博子、三浦誠吉、高田照和、重永裕祥、小田朋和、宮本

武夫、力丸保二、池谷伸夫、金澤建治、中村憲昭、石井孝

昌、浅野文明、黒﨑正典、佐川安寿、鈴木光江、石原祐治、

猪瀬昇一、菅谷俊紀、高野山文夫、湯本晃透、倉島進、高

嶋廣幸、中村博司、村上伶、朝倉みどり、金子高一郎、髙橋

満、大木勝邦 以上会員 36 名

欠席者：（敬称略／順不同） 石川薫(委任状)、千葉英樹(委

任状)、黒澤修史(委任状)、芦澤唯志、小堀泰克(委任状)、

井上貴博(委任状)、阿南信枝(委任状)、服部和子(委任状)、

元井良郎(委任状)、飯吉修一呂(委任状)、工藤郁雄(委任

状)、鈴木益雄(委任状)、宮島一壽、星川健夫、松村正裕、

阿部美次郎以上会員 16 名（内 委任状 11 名）

オブザーバ：佐々木啓子氏 以上 1 名

事務局：葛飾区商工振興課 担当：中村友美

◇ 会員数 52 名 [2012 年 4 月 10 日現在 かつしか異業

種交流会会員名簿による]

【第１部 定時総会】



かつしか異業種交流会月例報告                         平成 24 年 4 月号

－  －5

1. 開 会

（司会）大変お待たせいたしました。これより、かつしか異業

種交流会総会を開催いたします。私は、本日第 1 部の司会

を担当いたします、総務・広報委員会 委員長を務めます宮

本でございます。よろしくお願い致します。本会議開催にあ

たりまして、4 月 10 日現在の会員数は 52 社。現在、会員 29

社の出席と 11 社の委任状をいただいております。よって、会

員の 4 分の 3 以上の出席者があり運営規約第 17 条の規定

により、本会は有効に成立することをご報告申し上げます。

開会にあたりまして、黒崎会長からご挨拶申し上げます。

2. 会長あいさつ

（黒﨑会長）皆様、こんにちは。今日は平成 24 年度の総会と

いうことで、皆様お忙しいところご参加いただき、ありがとうご

ざいます。かつしか異業種交流会は今年で 26 年目を迎える

ことになりました。ここまでこられましたのも、皆様のご努力の

おかげであると思っております。我が会には80代後半の方も

いらっしゃるので、我々も非常に元気をいただいております。

改めて敬意を表する次第です。我々は、メンバー同士が本

音で話し合うことができる、そういう会になるということが大き

なことだと思っています。厳しい環境の中で、皆さんのご努

力もいただきながら、波を超えていくようなことをやっていくこ

とが大事だと思っています。会員の皆様に一つお願いした

いこととしては、皆様から年に一つの提案をしていただけれ

ばと思います。現在会員数は 52 社ですので、一年間で 52

の提案が出ることになります。分科会、委員会に対してぜひ

提案をしていただいて、今後の発展のために役立てていき

たいと思っています。また、昨年はいろいろなことがありまし

たが、個人プレーではなく、チームプレーであることが基本

ではないかと思っています。また、活性化の中では、会員の

増強を図ることが一番でありますが、我々の仲間を増やして

いかないと活性化につながらないと思います。お互い利害

関係のない異業種の集まりですので、こういう意味でも新し

い方が仲間に加わっていただくためには、皆様が自信を持

って声をかけていただければと思います。本日はご審議いた

だくことも多くなりますが、皆様とともに、会の発展に寄与して

いきたいと思っていますので、皆様ご協力のほど宜しくお願

いします。

（司会）有難う御座いました。それではこれより、議事の運営

を、当会運営規約第 16 条に基づき、本総会議長を会長の

黒崎会長に交代いたします。宜しくお願い致します。

（黒﨑会長）規約により総会の議長を務めさせて頂きます。

では、お手元の次第に沿って進めます。まず、この厚い資料

については葛飾区商工振興課中村様にご協力いただいた

ことに厚く御礼申し上げます。それではまず、平成23年度事

業報告を吉村副会長からお願いします。

＜議案＞

1. 平成 23 年度事業報告・決算報告・監査報告

○配布資料に基づき、吉村副会長より平成 23 年度事業報

告について説明・報告が行われた。

(議長)吉村副会長、有難う御座いました。それでは、次に平

成23年度決算報告を原山会計補佐からお願い致します。

○配布資料に基づき、原山会計補佐より平成 23 年度決算

報告について説明・報告が行われた。

（議長）次に監査報告を石井会計監査役にお願いします。

（監査役 石井氏）平成 23 年度決算報告書ならびに財産目

録について、現金出納帳および預金通帳を照合の上、会計

監査を行った結果、相違ないことを認めます。

(議長)有難う御座いました。なお、資料上報告日付が異なっ

ておりますので、こちらについて訂正させていただきます。そ

れでは、平成 23 年度事業報告・決算報告・監査報告につき

まして、ご意見・ご質問のある方は挙手をお願いします。

⇒全員異議無く拍手多数で承認された。

2. 役員変更の件

（議長）会長については、規約では任期が 2 年となっておりま

す。昨年度から引き続き今年度が 2 年目に入りますが、欠員

に伴って役員の一部変更を行いたいと思いますので、説明

させていただきます。役員及び役員の役割分担の構成はお

手元の平成２４年度役員一覧をご覧ください。副会長であっ

た元井さんが辞任を行いましたが、中村博司さん、石原祐治

さんを副会長に指名し、副会長４名体制で行いたいと思いま

す。よろしいでしょうか？

⇒全員異議無く拍手多数で承認された。

（議長）有難う御座いました。それでは、新任の副会長に一

言づつ挨拶をいただきたいと思います。

（中村）皆様こんばんは。急にお話をいただきまして、副会長

に就任することになりました。できる限りがんばりたいと思いま

すので、皆様ご協力を宜しくお願いいたします。

（石原）こんばんは。私も突然のご指名で大変驚いているとこ

ろではありますが、ここにいらっしゃる皆様の暖かいご支援を

いただきながら、会長を支え私の役割を果たしていきたいと

思いますので、宜しくお願いします。

（議長）これからは副会長４名体制となりますので、皆様どう

ぞ宜しくお願いします。そのほかご質問等ありませんでしょう

か？なければ拍手で決をとりたいと思います。

⇒全員異議無く拍手多数で承認された。

○配布資料に基づき、吉村副会長より運営組織図について

説明が行われた。

（議長）ありがとうございました。質疑に移りますが、ご意見ご

質問のある方は挙手をお願いいたします。賛成であれば拍

手をお願いします。

⇒全員異議無く拍手多数で承認された。

3. 平成 24 年度事業計画（案）・事業予定（案）・予算（案）

の件

○配布資料に基づき、菅谷副会長より平成 24 年度事業計

画（案）・事業予定（案）について説明が行われた。

（議長）ありがとうございました。質疑に移りますが、ご意見ご

質問のある方は挙手をお願いいたします。賛成であれば拍

手をお願いします。

→（猪瀬氏）お伺いしたいのですが、異業種交流会は情報

交換と相互の協力と書いてあるのですが、それとともにもの

づくりが一つの要素としてあるかと思いますが、先ほど７つの

分科会があるということでずらっと見ると、ものづくりをやって

いる分科会がＫ＆Ｔくらいかというイメージを受けてしまう。Ｋ

＆Ｔもものづくりを試行錯誤してやっているのですが、何せ

予算がない、という状況です。ぜひ、Ｋ＆Ｔで商品化が進む

ようなことがあれば、予算化をしていただければと要望しま

す。

→（議長）吉村副会長からも説明ありましたが、新しい分科会

（OSC 開発分科会）はエコ・ライフ研究分科会から立ち上が

るのですが、ここでは実際にものづくりを進めております。Ｋ

＆Ｔ以外にもものづくりに動き出しているという状況です。予

算化につきましては、葛飾区の新商品開発の助成金もありま

す。異業種交流会としては現状、あまりお金がない状態で、

たとえば他の分科会ではそれぞれの会員さんがお金を出し
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合って進めている状態です。

⇒その他異議無く拍手多数で承認された。

○配布資料に基づき、原山会計補佐より平成 2４年度予算

（案）について説明が行われた。

（議長）ありがとうございました。質疑に移りますが、ご意見・ご

質問のある方は挙手をお願いします。

（高嶋氏）決算報告の繰越金と予算書の前期繰越金の金額

が異なるが、どういうことか？

→（原山氏）ご指摘のとおりです。前期繰越金を平成 23 年度

決算報告の金額に合わせます。それに伴い収入の総合計、

支出の合計を変更させていただき、予備費についても修正

させていただきます。

→（議長）こちらについては改めて修正したものを皆様へ配

布したいと思いますが、今の原山さんからのご説明内容をも

とに、予算案についてはご承認よろしいでしょうか？

⇒拍手多数で承認された。

4. 平成 23 年度分科会活動実績および平成 24 年度事業

計画・事業予定報告

◇IT 分科会活動実績と事業計画。

◇エコ・ライフ研究分科会活動実績と事業計画。

◇OSC 開発分科会挨拶

◇K&T 分科会活動実績と事業計画。

◇情報交換分科会活動実績と事業計画。

◇寅さん分科会活動実績と事業計画。

◇かつしかコレクション活動実績と事業計画。

以上が配布資料に基づき報告された。

5. 会員移動報告と新入会員紹介

○配布資料に基づき、議長より説明が行われた。

（平成 23 年度 入会名簿 4 名）

社名 役職 会員名 所属分科会 理由
㈱不二精型 代表取締役 鈴木益男 エコライフ 2011.6

㈱キョーコロ 代表取締役 服部和子 かつコレ 2011.6

㈱ダイトーテクノス 代表取締役 井上貴博 情報交換 2011.9

アイエム コンサ

ルティング
代表 入山 央 情報交換 2011.9

(平成 23 年度 継承者名簿 1 名)

社名 役職 会員名 所属分科会 理由

㈲大昌塗装 専務取締役 湯本 晃透 Ｋ＆Ｔ
2011.5 二瓶商

店より変更

（平成 23 年度 退会・除名者名簿５名）

社名 役職 会員名 所属分科会 理由
吉宇田建設㈱ 代表取締役 吉宇田明弘 寅さん 2011.4

大金工業㈱ 代表取締役 関口 要蔵 総務広報
2011.9 休会扱

→自動退会

クラフト 代表 中野 三夫 エコライフ 2012.2

㈲亜鉛鍍金工

業西谷
代表取締役 西谷 幸一 Ｋ＆Ｔ 2012.3 退会

ハヤシン㈲ 代表取締役 林 成昭
IT、エコ、K&T、

情報、寅さん、

かつコレ
2012.3 退会

（議長）それでは、時間の方も差し迫っておりますので、すべ

ての議案・報告事項にご承認頂きましたので、進行を、司会

に代わります。皆様のご協力をいただきました結果、滞りなく

進めることができました。ありがとうございました。これをもちま

して平成 24 年度定時総会を終了させていただきます。

(司会)黒﨑会長、大変お疲れ様でした。これにて、第一部の

総会を終わらせていただきますが、ここで、人事異動に伴い

まして、異動があった方のご紹介をいたしたいと思います。

葛飾区 事務局

異動 新任

商工振興課工業振興係 本宮 富子 中村 友美

東京商工会議所葛飾支部

異動 新任
東京商工会議所葛飾

支部 事務局長
和泉 純治 柳本 満生

それでは、以上をもちまして、第一部の総会を終わらせてい

ただきます。

なお、情報交流会は分科会を越えた情報交換の場となって

おりますので、ご来賓と相談役・会長・副会長・会計はお席を

指定させていただきましたが、会員の席は自由になっており

ます。 よろしくお願いいたします。

引き続き、第二部の情報交換懇親会を行いますので、お隣

の懇親会場に移動をお願いします。

【第 2 部 情報交換会】 19：10～20：30

出席者：（敬称略／順不同） 吉村勝博、長保行、原山静男、

入山央、宮澤邦幸、山本博子、三浦誠吉、高田照和、重永

裕祥、小田朋和、宮本武夫、力丸保二、池谷伸夫、金澤建

治、石井孝昌、浅野文明、黒﨑正典、佐川安寿、鈴木光江、

石原祐治、猪瀬昇一、菅谷俊紀、高野山文夫、湯本晃透、

倉島進、高嶋廣幸、中村博司、村上伶、朝倉みどり、金子高

一郎、髙橋満、大木勝邦 以上会員 32 名

欠席者：（敬称略／順不同） 石川薫、河村光治、千葉英樹、

黒澤修史、二ノ宮康弘(会費徴収)、梅田信利、芦澤唯志、小

堀泰克、井上貴博、阿南信枝、服部和子、元井良郎、飯吉

修一呂、工藤郁雄、中村憲昭、鈴木益雄、宮島一壽、星川

健夫、松村正裕、阿部美次郎以上会員 20 名

来 賓：葛飾区長 青木克德様､葛飾区議会議長 梅沢五十

六様､葛飾区産業経済担当部長 赤木登様､葛飾区地域振

興部商工振興課長 加納清幸様、東京都立葛飾総合高等

学校校長 三田清一様、東京理科大学科学技術交流センタ

ー長 藤本隆様､東京理科大学科学技術交流センター コー

ディネーター 津幡良平様、公益財団法人東京都中小企業

振興公社 城東支社長 山崎孝一様、日本政策金融公庫千

住支店支店長兼中小企業統括 藤沢市郎様、日本政策金

融公庫千住支店国民生活事業統轄 岸本英司様、日本政

策金融公庫千住支店中小企業事業融資課長 金森敏郎様、

日本政策金融公庫千住支店中小企業事業融資課 山下耕

平様、日本政策金融公庫千住支店国民生活事業融資第二

課長 菅秀信様

司 会：重永裕祥  挨 拶：黒崎会長

来賓挨拶：葛飾区長 青木克德様､葛飾区議会議長 梅沢五

十六様

乾 杯：菅谷副会長  中 締：浅野相談役

◎これからの日程について

平成 24 年度 第 1 回代表者会議 4 月 24 日（火）にテクノ

第２会議室で予定。

第 88 回 K&T 分科会定例会議事録

日 時：平成 24 年 4 月 4 日(水) 18：30～21：00

場 所：テクノプラザかつしか 3 階 団体連絡室

出席者：☆猪瀬昇一、☆菅谷俊紀、☆中村憲昭、☆山本博

子、☆高野山文夫 以上 5 名

欠席者：★宮島一壽、★湯本晃透 以上2名
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（敬称略 出欠連絡：☆出席連絡 ★欠席連絡 △出席確認 ▲欠

席確認 ×未連絡）

司 会：猪瀬昇一(24 年度代表)  書 記：高野山文夫

1. 連絡事項

(1) 24 年度代表   猪瀬昇一

(2) 24 年度会計   林氏より髙野山文夫に引き継ぐ

(3) 23 年度総会   4/10  17：30 テクノプラザ

2. 24 年度 K&T 分科会 行動計画・代表よりの目標提案

防災、高齢者グッズなどの開発案を次回 5/9（水）までに各

自,どんな物でも結構ですので提案を出す。

3. その他

(1) 教育 IT ソリュウション EXPO 学校向け防災対策ゾーン

5/16-18  東京ビッグサイトに、4 社、1.キョーコロ 2.サ

ンエイビルド 3.江東堂 4.システマックスで 出展予定

(2) 総会において分科会への補助金が少ないので、ものつ

くりの立場として増額を求る。

(3) 年間まとめて会議室を申し込む。（下記の通り）

■後日4/5、菅谷さんからの提案で「次月からは議事録作成

は当番制にしたらどうかと思います。次月分科会で議題に出

してみたらと思います。」皆さんの協力宜しくお願いします。

■ 工業振興係は担当、本宮さんから中村さん（女性）に変

わりましたので報告します。

◎ 次回開催予定

テクノプラザ ３階：団体連絡室  18：30～

（下記確保済み 17：00～21：00）

4/4、5/9、6/6、7/4、8/休会、9/5、10/3、11/7、12/5（忘年

会兼ねる）、1/9、2/6、3/6

第 1 回 OSC開発分科会定例会議事録

日 時：平成 24 年 4 月 9 日(月) 18：00～20：00

場 所：テクノプラザかつしか 団体連絡室

出席者：☆宮澤、☆石原、☆三浦、☆高野山、☆黒崎

以上 5 名

欠席者：なし

（敬称略 出欠連絡：☆出席連絡 ★欠席連絡 △出席確認 ▲欠

席確認 ×未連絡）

司 会：宮澤  書 記：三浦

1. 事務局連絡事項について

2. アンケート分析について

利用者や初めての方等多くの方のアンケートをいただいた。

今後分析する。

3. 要求性能について

より性能がいいほうがいいとの意見がある。現実的か今後検

討する。

4. 開発状況について

T 型は進んでいるが、MM 型については早急に開発を進め

てほしい。

5. スケジュールについて

当面このままとする。

6. 補助金について

6 月末までに締め切りなので、資料作成する。

◎ 次回開催予定

平成 24 年 5 月 14 日(月) 18:30～ テクノプラザ

第 58 回分科会かつしかコレクション定例会議事録

日 時：平成 24 年 4 月 16 日(月) 18：30～20：30

場 所：テクノプラザかつしか 団体連絡室

出席者：☆宮澤、☆石原、☆三浦、☆阿南、☆服部、☆重永

以上 6 名

欠席者：★高田、★小田 以上2名

（敬称略 出欠連絡：☆出席連絡 ★欠席連絡 △出席確認 ▲欠

席確認 ×未連絡）

司 会：宮澤  書 記：三浦

1. 事務局連絡事項について

2. かつコレ分科会の目的及び業務について

かつコレは葛飾区の企業のネットでのPR化活動を支援する

ことが目的である

かつコレHPの運営と新規HP作成者で構成される

また、HP所有者はかつコレとのリンクを張ることで目的を達

成する

3. かつコレの業務要領について

かつコレがHP作成企業を探しHP作成と運営について契約

する

かつコレは、HP作成業者と運営業者と契約する

コンテンツについてかつコレで審議する

他のHPのコンテンツについても依頼があれば検討する

4. 契約内容について

かつコレと一般ユーザとの契約内容について検討した

かつコレとHP作成及び運営会社と契約について検討した

◎ 次回開催予定

平成 24 年 5 月 21 日(月) 18:30～ テクノプラザ

第 97 回エコ・ライフ研究分科会定例会議事録

日 時：平成 24 年 4 月 17 日(火) 18：30～21：00

場 所：テクノプラザかつしか 3 階 団体連絡室

出席者：☆石井孝昌、☆小堀秦克、☆高野山文夫、☆中村

憲昭 以上 4 名

欠席者：★浅野文明、★黒崎正典、★重永裕祥、×佐川安

寿、×鈴木益雄、×鈴木光江、★三浦誠吉、★吉村勝博 以

上8名 石原祐治（暫く休会）

（敬称略 出欠連絡：☆出席連絡 ★欠席連絡 △出席確認 ▲欠

席確認 ×未連絡）

司 会：中村憲昭  書 記：中村憲昭

本日出席予定の黒崎様・三浦様は急遽出席できない旨連

絡がありました。今日は４名で開催します。

7. 代表者会議からの連絡／報告事項

退会者：K&T)西谷様・ｴｺ)林様・K&T)星川様（星川様につい

ては報告を忘れました）

その他は定例会のお知らせで事前通知のため省略

8. 確認事項

5月19日(土)の第 14回会長杯ゴルフ親睦会：参加希望者は

直接申し込み。

9. 『この指とまれ？！』

池谷様から４件の提案について検討。

欠席者も含めて各自でコメントを付けて４月末回収。欠席者

にも資料を個別配信。

10. その他

(1) 会計担当の交代

会計担当の林会員が退会されたため後任は高野山様が担

当。
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(2) 24 年度予定の確認

24 年度の定例会会場は、以下の 2 点を除き団体連絡室を

予約済み。

① 7/10 : 翌日受発注のため7/17に変更（7/17は団体連

絡室が空いていないので会場も変更予定）

② 2/12 : 翌日受発注のため 2/19 に変更予定

◎ 次回開催予定

平成 24 年 5 月 8 日 18:30～20:30 テクノプラザ 3 階：団体

連絡室

第 2 回 OSC開発分科会臨時定例会議事録

日 時：平成 24 年 4 月 25 日(水) 18：00～20：00

場 所：テクノプラザかつしか 団体連絡室

出席者：☆宮澤、☆石原、☆三浦、☆高野山 以上 4 名

欠席者：黒崎 以上1名

（敬称略 出欠連絡：☆出席連絡 ★欠席連絡 △出席確認 ▲欠

席確認 ×未連絡）

司 会：宮澤  書 記：三浦

1. 事務局連絡事項について

2. 高野山試作品の状況について

アンケートに対する修正を検討したが基本的なところは変更

なし。

3. 宮澤試作品の状況について

製品を作成したが会員に見せる前に壊れた。製作時点では

所望の性能がでていた。もう一度だけ製作の機会を与えるこ

とにする。

4. 製品の検討と今後の方向性について

T 型と MM 型についての優劣ができるほどになっていない。

次回で確認する。

5. スケジュールについて

当面このままとする。

6. その他

なし

◎ 次回開催予定

平成24年5月14日(月) 16:00～ テクノプラザ

4 月定例会休会の分科会

◇ IT 分科会

◇ 寅さん分科会

4月定例会中止の分科会

◇ 情報交換分科会（悪天候のため）

発行：かつしか異業種交流会総務広報委員会 会員事務局

編集：(IT 分科会) 宮本武夫

監修：総務広報委員会

【分科会定例会開催日】

IT(第 2 水)､ｴｺ・ﾗｲﾌ研究(第 2 火)､OSC 開発(第 2 月)、情報交換

(第 1 火)､K&T(第 1 水)、寅さん（第 3 水）、かつしかｺﾚｸｼｮﾝ(第 3

月)

［問合先］『かつしか異業種交流会』

◇対外事務局 葛飾区商工振興課 03-3838-5587

◇会員事務局 総務広報委員会

E-mail： staff02@igyoushu21.gr.jp

◇Ｖ事務局)

E-mail： v-info@igyoushu21.gr.jp

交流会ＨＰからも可能です。http://www.igyoushu21.gr.jp/


